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７月２７日（土）、「塩原校区夏祭り」に貢献のクラブ

活動の一つであるダンスチーム“宮田学園 Kouken’s”

が参加させていただきました。学生たちは、日本の“夏

祭り”というものに参加することが初めてのようで、

ラムネを珍しそうに飲んでいた姿が印象的でした。ま

た、ダンスを披露した際、観客の中には地域の子供た

ちもおり、夢中になって観てくれました。観客の姿を

感じつつも学生たちは堂々とダンスを披露していまし

た。 

今後もこのように地域の方々と関わる機会を増やし、

活動してまいります。 

 

貢献のクラブ活動紹介 

～ 宮田学園 Kouken’s の活躍 ～ 

 

９月２５日（水）、第１２回子ども食堂が

開催されました。今回の食事の前のお楽し

みイベントには、大橋在住でさまざまな場

所でご活躍されているプロレスラー、“ア

ズールドラゴン”さんが来校され、子ども

たちに運動前のストレッチ方法を伝授す

るなど楽しい交流を図りました。 

(左上：入学を許可する宮田学院長) 

（左下：誓いの言葉を述べる新入生） 

（右上：ソーラン節を披露する職員） 

（子どもたちを前にトークをする 

アズールドラゴンさん） 

子ども食堂～国際交流ひろば～ 

７月２６日(金)、玉川キャンパス 1 階に於いて７月期生の入学式

を行いました。 

今回中国、ミャンマー、ネパール、ベトナムの学生計１０７名が

新たに入学しました。入学式では在校生代表の挨拶のほか、教員

による歓迎のソーラン節のパフォーマンスも行われ、終始笑顔あ

ふれる式典となりました。 

（民族衣装に身を包んで入学式に臨みました） 

現在１０月期生としてモンゴル、ミャンマー、ネパール、

ベトナムから計１１７名の学生を受け入れる準備をしてい

ます。新たな学生の迎え入れを心待ちにしています。 

 

（子どもたちにも大人気のダンス） 

（見事なパフォーマンスをやりきりました） 

（子どもたちにストレッチを 

披露するアズールドラゴンさん） 

入 
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◆今後の開催予定◆ 

 



 

 

 

 

 

西 日 本 国 際 教 育 学 院 

新入職員の紹介 

 

７月３日より教務部に日本語教師と

して入職しました。これまで、留守家庭

子ども会の指導員補助をしたり、中学校

で国語を教えたりしていました。プライ

ベートでは、長年武道に興味があり空手

の「型」修得のため道場に通っています。 

 この学校は学生同士がとても仲が良

く、先生方も熱心に日本語や生活の指導

を行っています。早く一員となれるよう

頑張ります。 

 

各種 資格試験への取り組み 

８月８日(木)、地域交流の一環で行っていたラブアースを高木寮・シリウス会館の清掃作業の活

動イベントとして行いました。学生に清掃活動を通して、自らの生活を正すこと、掃除の仕方や

ゴミの出し方など、日本での暮らしにかかわるマナーやルールを再確認することができました。 

バルコニーや階段、廊下などの共有部分を掃除し“綺麗にする”ということで気持ちが幸せにな

ることを学びました。 

 

職員・学生間異文化交流イベント 

6 月に留学試験、 

7 月に日本語能力試験が 

あり、N1、N2、N3 ともに 

合格者の発表がありました。

外部試験では試験的に、 

パソコンを使って受験する

J-CAT も実施しました。 
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８月２４日(土)、雨降りの中、高木小学校にて高木フェスタ夏祭りが行われ、 

宮田学園から模擬店とダンスで学生が参加しました。 

例年参加していますが、ベトナム料理は毎年恒例の揚げ春巻き、ネパールはメニューを新

しくしチキンティッカを販売しました。今年も留学生たちの母国の味は好評で、終了の 

20 時を前に完売しました。学生たちは、当日のテント張りや翌日の片付けなどにも参加し、

併せて地域の方々とのコミュニケーションも取ることができました。 

 

（みんなで春巻きを巻く作業） （チキンティッカを焼く様子） （火おこしも大事な作業） （お店の POP も学生たちの手作りです） 

（シリウス会館にて） （高木寮にて） （学生、職員一緒に清掃作業） 

（廊下の隅々まで拭きます） 

今後の 11 月留学試験、 

12 月の日本語能力試験に 

備えて生徒たちは勉強に

励んでいます。 

 

（J-CAT 受験の様子） 
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合同企業説明会開催 
９月１９日（木）、（株）ファインプロデュース主催の合同企業説明会が本年度

卒業予定の学生を対象に ICC 国際交流センター1階にて開催されました。外食

業、販売業、建築業、派遣紹介業の業界より計６社の企業様にご参加頂き、 

１１８名の学生が参加しました。学生の中には説明会終了後、個別に履歴書を

提出したり、業務内容を確認したりと積極的な姿勢が見られました。企業様か

らも学生の就職に対する情熱を感じ、採用に前向きな対応をしてくださるとの

返答を頂きました。毎年開催している合同企業説明会ですが、学生たちの積極

的な姿勢もあり、2018 年度卒業生のうち１１６名が内定を頂いています（就労

ビザ取得７４名）。 

 

 

６月２４日付でマミーズ株式会社よ

り内定をいただいたニュンさん、 

戸惑うことも多い日本の就職活動に

力を注ぎました。当時の様子や思い

を振り返っていただきます。 

 

 

― 内定をいただいた当時の感想を聞かせてください。 

    嬉しいという気持ちはもちろんあったのですが「ほっとした」というのが素直な気持ちです。 

― 今年の３月からスタートした就職活動、どのようなことを考えながら活動してきましたか？ 

初めての就職活動だったため、緊張してしまうことにこだわらないこと、高校卒業後から描いてい

る「自分の店を開く」という夢をいつも意識し、自分のペースで頑張る、ということを考えていました。 

― 母国では馴染みのない就職活動、一番苦労したことは何ですか？ 

時間を守ることの大切さを理解して行動することです。例えば母国では雨の日だと予定が遅れる場

合もあるため、仕方のないことだと思っていましたが、日本では雨の日でも晴れの日でも同じように

時間を守る姿勢が大切だと気付かされました。 

― これからの目標は何ですか？ 

卒業し、就労ビザの許可をもらったらできるだけ長く日本に住みたいです。 

また、日本で家族と一緒に住みたいです。 

― これから就職活動をする学生へアドバイスをお願いします。 

就職活動は大変なことも多く心が折れそうになることもあるかもしれません。 

ですが、自分の夢を忘れず、自信を持って最後まで頑張ってください。 

 

 

 

第 5 回 連絡協議会開催 
９月１２日（木）に福岡ガーデンパレスにおいて第５回連絡協議会が開催さ

れました。今回の協議会は２部制で、第１部では副学長による国際貢献専門大

学校の説明の他、６月に開催された宮田学園の学習成果発表会にて優秀な成績

を収めた貢献の学生グループによるプレゼンの発表、そして学園本部在留管理

課藤元課長による講演が行われ、第２部では貢献の在学生２年生と参加企業と

の交流会が行われました。 

協議会には第１部、第２部合わせて４２社５４名のご参加があり、また７７

名の学生の参加がありました。第１部でのレベルの高い学生のプレゼンには参

加者たちも熱心に耳を傾け、そして第２部の交流会では学生たちが積極的に企

業の担当者に声をかけ、参加企業、学生が相互にコミュニケーションを図るこ

とができる場となりました。ご参加くださった企業の中から一人でも多くの学

生が内定をいただき、日本の社会で活躍することを期待しています。 

(プレゼンをする学生) (熱心に耳を傾ける参加者) 

(交流会の様子) 

 

グェン ティ フーン ニュンさん 

 (ベトナム出身)２W クラス 

 



  

  

  

NEWS＆TOPICS 

～ コラム ～ 

学生の生活を支えている寮と寮監 

宮田学園にはシリウス会館と高木寮という学生寮が２つ

あり、「お父さん、お母さん」と呼ばれる寮監がいます。 

２４時間体制で寮監がいるため、学生は安心して毎日を過

ごしています。また、日本の生活マナーも寮生活を通して

学びます。初めての日本で困った事や分らない事、一日の

出来事を寮監に話す学生の姿は、本当の両親と接している

ようで、寮監もまた「寮を出た後も訪ねてくる学生は我が

子のようです」と話していました。 

＜ベトナム＞ 

～Vietnam～ 

xin chao！ 

（シンチャオ！） 

ハノイ 

＜ネパール＞ 

～Nepal～ 

नमस्त！े 

（ナマステ！） 

カトマンズ 

＜ミャンマー＞ 

～Myanmar～ 

 

（ミンガラーバー！） 

ネピドー 

＜インド＞ 

～India～ 

नमस्त े！ 

（ナマステ！） 

ニューデリー 

日本語教員養成講座 

420 時間コース 

開講 

 

（シリウス会館の“お父さんとお母さん”こと藤田ご夫妻） 

（高木寮の“お父さん”の八波さんと寮生たち） 

８月２日（金）、西日本国際教育学院にて文化庁に届出が受理された日本語教員養成講座４２０時間

コースが開講されました。第１回目の授業は、元九州大学留学生センター長で教授の柴田先生による

「日本語教育概論」でした。授業開始の前には柴田先生による受講生間のアイスブレイキングも行わ

れ、和やかな雰囲気で講座がスタートすることとなりました。受講生たちは、これから１０ヶ月間、

月・水・金曜日の午後６時半から休憩１０分をはさみ午後９時４０分まで１日９０分の授業２コマを

１０５日間受講します。ハードなスケジュールですが、受講生たちは来年５月には日本語教員となり、

法務省告示基準を満たした日本語学校である西日本国際教育学院の教壇に立つことができます。 

 

一般の方も、これからの受講は可能です。 

あなたの空き時間でキャリアアップを目指しませんか？ 

気になる方は、お気軽にお問い合わせ下さい。 

【お問い合わせ】 

〒815-0032 福岡市南区塩原 4丁目 17 番 17 号 

TEL：092-541-8450 養成講座事務局 

 

（真剣な眼差しで講義を受ける受講生たち） （最初の柴田先生の講義の様子） 

宮田学園の様子を伝える 

スライドを熱心に見るネパ

ールの若者たち 

ベトナムの日本語学校で 

宮田学園の説明に熱心に 

耳を傾ける若者たち 

― 宮田学園の職員がアジアの国々を訪問し、“にほんご”を学んでいる若者たちに学園の紹介をしました。 

ミャンマーの日本語学校では 

若者たちがまだ見ぬ日本の話を 

真剣な様子で聞いています。 

インドの日本語学校では、日本や 

宮田学園の説明に参加者たちは思

わず笑顔に 

◆主な訪問先： 

ハノイ、フエ、ハーティン、ビン、ビンディン、クアンナム ◆主な訪問先：カトマンズ、チトワン、ポカラ 

◆主な訪問先：ヤンゴン 
◆主な訪問先：チャンディーガル、ダージリン 

こんにちは！ 

首都：東京 

日本 

！ 


